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日
本
最
初
の
本
格
的
な
伽

藍
で
あ
る
飛
鳥
寺
は
、飛
鳥
文

化
を
象
徴
す
る
記
念
碑
的
な

建
造
物
で
あ
る
。飛
鳥
文
化
は

大
陸
か
ら
仏
教
を
受
容
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、明
治
の
文
明
開
化

と
も
比
較
さ
れ
る
革
新
的
な

出
来
事
だ
っ
た
。一
九
五
六
〜

一
九
五
七
年
に
は
飛
鳥
寺
の
発
掘
が
行
わ
れ
、建
築
址
と
伽
藍
配
置
、舎

利
荘
厳
具
、 

軒
丸
瓦
な
ど
が
百
済
寺
院
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
が
、完
全
な
一
致
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

最
近
の
調
査
で
は
、扶
余
や
益
山
に
残
る
定
林
寺
址
な
ど
約
三
十
ヶ

所
の
百
済
寺
院
址
か
ら
重
要
な
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。王
興
寺
址
で
は

飛
鳥
寺
よ
り
十
年
早
く
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
銘
文
が
見
つ
か

り
、王
興
寺
が
飛
鳥
寺
の
モ
デ
ル
で
あ
る
可
能
性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

飛
鳥
寺
の
建
築
に
は
、百
済
か
ら
国
家
次
元
で
派
遣
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
技
術
者
が
携
わ
っ
て
お
り
、版
築
技
法
や
瓦
建
物
の
基
壇
築

造
方
法
な
ど
は
百
済
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。一
方
、飛
鳥
寺
の
伽
藍
配
置

は
一
塔
三
金
堂
式
伽
藍
配
置
を
と
っ
て
お
り
百
済
寺
院
と
は
異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
三
金
堂
配
置
は
高
句
麗
で
の
み
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、日

本
で
初
め
て
寺
院
を
造
営
し
な
が
ら
、百
済
や
高
句
麗
か
ら
選
択
的
に

技
術
を
取
り
入
れ
る
余
力
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。そ
の
た
め
、百

済
が
高
句
麗
の
影
響
を
受
け
、そ
れ
が
再
び
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考

え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

ま
た
、飛
鳥
寺
の
木
塔
心
礎
埋
納
品
と
呼
ば
れ
る
遺
物
は
小
札
甲（
挂

甲
）、馬
具
、耳
環
な
ど
の
品
目
と
、金
、銀
小
粒
や
延
板
、真
珠
母
な
ど
の

品
目
に
分
か
れ
る
が
、百
済
の
王
興
寺
址
、弥
勒
寺
址
の
舎
利
荘
厳
具
と

比
較
し
て
み
る
と
、そ
の
埋
納
方
法
や
副
葬
品
な
ど
に
共
通
点
が
見
つ

か
り
、百
済
と
の
文
化
的
な
つ
な
が
り
を
示
唆
し
て
い
る
。中
国
南
北
朝

時
代
の
木
塔
址
や
百
済
、高
句
麗
、日
本
の
舎
利
安
置
方
法
に
は
共
通
点

が
よ
り
多
く
、こ
れ
は
イ
ン
ド
を
起
源
と
す
る
仏
教
の
普
遍
性
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

飛
鳥
寺
と
王
興
寺
は
共
通
点
が
多
く
、百
済
と
日
本
の
仏
教
文
化
の

交
流
に
つ
い
て
新
た
な
理
解
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。今
後
は
、仏
教
が

持
つ
普
遍
性
を
土
台
に
、東
ア
ジ
ア
各
国
の
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的

背
景
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
変
奏
が
ど
の
よ
う
に
相
互
作
用
し
て

い
っ
た
の
か
、把
握
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

特
別
講
演
2
：
東
ア
ジ
ア
の
中
で
百
済
寺
院
を

ど
の
よ
う
に
見
る
か

　−

百
済
王
興
寺
と
日
本
飛
鳥
寺
の
比
較
を
中
心
に

−●
韓
国
教
育
大
学
校
歴
史
教
育
学
科
卒
業
。
ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
国
史
学
科
修
士
課
程
修
了
。
早
稲
田
大
学
に
て

博
士
号
を
取
得
。
国
立
弥
勒
寺
博
物
館
館
長
、
国
立
中
央
博
物
館
展
示
課
長
、
国
立
公
州
教
育
大
学
校
教
授
を
経
て
、

現
職
。
著
書
に
『
百
済
仏
教
寺
院
の
成
立
と
展
開
』（
社
会
評
論
、
ソ
ウ
ル
、 

二
〇
一
四
）、『
百
済
寺
院
の
展
開
と
古

代
日
本
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
五
） 

な
ど
。
韓
国
の
古
都
、
仏
教
寺
院
、
瓦
に
関
す
る
論
文
も
多
い
。
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ソ
ウ
ル
大
学
校
内
に
あ
る
奎
章

閣
（
王
立
学
術
機
関
兼
図
書
館
）に

は
、朝
鮮
時
代
の
地
理
書
と
古
地
図

が
韓
国
の
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
も
含
め
国
内
で
最
も
多
く

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

地
理
書
と
は
、地
域
の
情
報
を
一

定
の
体
系
と
項
目
に
従
っ
て
総
合

的
に
整
理
し
た
本
で
あ
る
。全
国
単

位
、ま
た
は
あ
る
特
定
の
地
域
の
歴
史
と
自
然
、社
会
、文
化
な
ど
に
関
す
る
多
様

な
情
報
を
収
め
、実
用
性
と
記
録
性
を
兼
ね
備
え
て
い
た
。地
理
書
の
編
纂
は
三

国
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、現
在
残
っ
て
い
る
韓
国
の
最
も
古

い
地
理
書
は
一
一
四
五
年
に
作
ら
れ
た『
三
国
史
記
』地
理
志
で
あ
る
。朝
鮮
時
代

に
入
る
と
、『
世
宗
実
録
』地
理
志
と『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』な
ど
、よ
り
詳
細
な
内

容
が
含
ま
れ
た
地
理
書
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
ら
の
地
理
書
は
国

家
で
編
纂
を
主
導
し
た
官
撰
地
理
書
で
あ
る
が
、朝
鮮
後
期
に
は
個
人
が
編
纂
し

た
地
理
書
も
数
多
く
登
場
し
、地
方
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
理
情
報
の
記
録
が

進
ん
だ
。一
九
世
紀
以
降
の
近
世
に
は
西
洋
勢
力
に
対
す
る
軍
防
を
目
的
と
し
て

各
地
方
で
邑
誌
が
製
作
さ
れ
、中
央
政
府
に
献
上
し
た
事
例
も
残
さ
れ
て
い
る
。

古
地
図
と
は
、近
代
的
な
測
量
技
術
が
適
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、伝
統
的
な
方
式

で
制
作
さ
れ
た
も
の
を
意
味
す
る
。可
読
性
の
高
い
絵
画
式
の
地
図
や
、距
離
や

面
積
を
正
確
に
記
す
方
眼
式
地
図
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
用
い
ら
れ
、特
に
軍

事
的
用
途
や
行
政
目
的
で
広
く
活
用
さ
れ
た
。備
辺
司
印
方
眼
地
図
の
よ
う
に
精

密
さ
を
重
視
し
た
地
図
や
、地
方
の
詳
細
な
地
図
、さ
ら
に
は
王
の
ご
覧
用
の
地

図
な
ど
、多
様
な
ニ
ー
ズ
が
見
て
と
れ
る
。

例
え
ば
、一
般
的
に
地
図
は
、上
部
を
北
側
、下
部
を
南
側
と
し
て
描
く
が
、都

邑
で
あ
る
漢
城
府
を
描
い
た
『
都
城
図
』に
お
い
て
は
そ
の
反
対
方
向
、す
な
わ

ち
上
部
を
南
側
、下
部
を
北
側
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、い
つ
も
南
側
を

向
い
て
政
務
を
行
う
君
主
が
見
や
す
い
よ
う
に
作
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、地
理
書
や
古
地
図
の
一
つ
一
つ
は
地
形
情
報
だ
け
で
な
く
、政
治

的
・
文
化
的
要
素
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、作
成
当
時
の
社
会
や
行
政
の
仕
組
み
を

知
る
手
が
か
り
に
も
な
る
。

朝
鮮
時
代
の
地
理
書
や
古
地
図
は
奎
章
閣
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て

お
り
、自
由
に
活
用
可
能
で
あ
る
。歴
史
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
(H
istorical GIS)

は
、地
理
書
や
古
地
図
を
デ
ジ
タ
ル
に
変
換
で
き
る
最
新
の
手
法
だ
が
、デ
ー
タ

構
築
に
は
多
大
な
労
力
が
必
要
で
あ
り
、研
究
機
関
に
よ
る
長
期
的
な
支
援
が
重

要
で
あ
る
。デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
、こ
の
方
法
論
が
普
及
し
よ
り
効
果
的
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

特
別
講
演
1
：
朝
鮮
時
代
地
理
書
と

古
地
図
の
理
解

●
二
〇
〇
八
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
に
て
博
士
学
位
を
取
得
し
、
徳
成
女
子
大
学
校
史
学
科
副
教
授
を
経
て
、
現
職
。

専
攻
分
野
は
韓
国
の
中
世
史
（
高
麗
時
代
史
）
お
よ
び
韓
国
の
歴
史
地
理
で
、
近
年
は
中
世
地
方
社
会
研
究
、
お
よ

び
歴
史
G
I
S
（
H
istorical G
IS
）
方
法
論
を
活
用
し
た
韓
国
前
近
代
の
地
理
書
と
古
地
図
に
関
心
を
寄
せ
研
究
を

進
め
て
い
る
。
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